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ー 番 の 理由 は 、 ら 00 1 年 の スト ロー クス を 皮切り に 、 次 々 と 登場 し て きた 新人 さん 埋 っ 
ほん の 23 年 前 に は 考え られ な か っ た この 状況 に 、 目 移り し ちゃ っ て も っ う 大作 し 2 


ら 00 ら 年 の ポッ プ ・ ラ イフ は 面白 い !! ここ まで きた ら 、 断 言 し ちゃ いま し ょ う 。 


そこ で 、 ら 008 年 最 重 要 ニ ュー・ カマ ー 完 全 網 羅 ファ イル を 作っ て み ま し た 。 
隣り に いる クレ イグ 君 の ザ ・ ヴァ イン ズ を 皮切り に 、 リア ル 新 人 くん か ら 苦 節 何 年 の 
キャ リア 組 、 さ ら に は ホー ムレ ス ま で 、 より どり みどり 、 取 り 揃え て まい り ま す 。 
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2002 年 、 イカ し た ロッ ク ・ キ ッ ズ の 合い 言葉 は 、 ヴァ イン ズ で や ん す 。 
デビ ュー・ ア ル バ ム [ハイ リー・ イ ヴォ ル ヴ ド が 、 英 国 ナ ショ ナル ・ チ 
な ん と ビル ポー ド 初 登場 第 11 位 と いう 快 洋 成 
パブ ル ガ ム ・ パ ンク と 産業 ボッ プス & ヒ ッ プ ボ 
[今世紀 初 の ロッ ク ・ スタ ー」 誕 生 へ の カウ ント ダウ ン を 、 ぶっ ち 


2002 年 前 半 、 お そら く 世 界 で も っ と も 成功 を 収め た 
新人 バン ド と 言え ば 、 も う 間 違い な く ザ ・ ヴ ァ イ ン ズ だ 
ろう 。 英国 で は 「NMEI を 筆頭 に 、 「 新 世代 を 代弁 する 、 
ロッ クン ロー ル ・ ゴ ッ ド の 登場 !」 と いう 大 見 出し を 付 
け て の 、 大 絶賛 の 劇 が 今 だ に 吹き 荒れ て いる 。 「 音 楽 史 
に 残る 、 グ レイ テス ト ・ デ ビュ ー・ ア ル バ ム ]」 と 称 され 
た 、 彼 ら の 1st ア ル バ ム T ハ イリ ー・ イヴ ォ ル ヴ ド ] は 、 
全 英 ナシ ョ ナル ・ チ ャ ー ト 3 位 に 。 息 つく ヒマ も な い ほ 
どの ツア ー の 連続 に 加え 、 グ ラス トン ベリ ー、 レ ディ ン 
グ と いう 二 大 フ エス に も 出演 を 果たし た ("ゲッ ト ・ フ 
リー" は 、 凄 ま じい 大 合唱 状態 !) 。 

そし て 、 その 狂乱 の 盛り 上 が り は 、 アメ リカ に も 飛び 
談 。 ザ ・ ス トロ ー ク ス 、 ザ ・ ホ ワイ ト ・ ス トラ イブ ス 、 
そし て ハイ ヴ ス と いう 、 ロ ッ ク ン ロー ル ・ リ ヴァ イヴ ァ 
ル を 、 イギリス か ら 逆 輸入 する 形 で 受け 取っ た アメ リカ 
は 、 こ の ザ ・ ヴ ァ イ ンズ に 、 他 の どの バン ド よ り も 激 し 
い 反 応 を 示し て いる 。 MTV や 、 ラジ オォ 局 KROQ を 中 心 
と し た メデ ィ ア 展開 で 、 ま ず は アメ リカ で の デビ ュー・ 
シン グル と な る 「 ゲ ッ ト ・ フ リー] が 、 モ ダン ・ ロ ッ 
ク ・ チ ャ ー ト 入り 。 それ を 追い か ける 形 で 、 リ リー ス さ 
れ た アル バム は 、 な ん と 7 月 第 3 週 、 ビ ルポ ボード 初 登場 
第 11 位 と いう 、 快挙 を 成し遂げ た 。 先 に 挙げ た 、 ス トロ 
ー ク ス 、 ザ ・ ホ ワイ ト ・ ス トラ イブ プス 、 ハ イヴ ス と いう 
布石 が あっ た に よ 、 そ の 中 で も ザ ・ ヴ ァ イ ン ズ の 成功 
は 断トツ だ 。 ニュ ー・ フ ァ ウ ンド ・ グロ ー リ ー の よう な 
バブ ル ガ ム ・ パ ンク を 中 心 と し た お 手軽 新人 が も て は や 
され る 中 、 国 外 バ ンド と し て も 、 こ の ブレ イク は 破格 と 
言え る だ ろう 。 と な れ ば 、 彼ら を 目撃 し な い 手 は な いで 
し ょ !! っ て いう か 、 夏 フ ェ ス で 来 な か っ た ザ ・ ヴァ イン 
ズ を 、 と に か く 一 目 見 た い ! っ て いう か 、 生 クレ イダ! 

と いう わけ で 、 一 路 、 ア メリ カ ・ ツ アー 最終 公演 が 行 
な われ る ロサ ンジ ェ ル ス へ 。8 月 の ロス は 、 さ す が に 観 
光 客 も 多く 、 予約 の 取れ た ホテ ル は イー スト ・ ハリ ウッ 
ド (チャ イニ ー ズ ・ シ アタ ー な ん か の ある 観光 地域 ) の 
南 。 ウエ スト ・ ハ リウ ッ ド (高級 地区 < ビバ リー ヒル ズ 
と か も こっ ち ) と は 一 味 も 二 味 も 違う 、 スリ リン グ な 場 
所 で す よ 。 な に せ 、 住 人 の ほとん ど が ドラ ッ グ の バイ ヤ 
ー と いう 地区 で すか ら ね 。 ホ テル の 周り に いる 犬 が 、 ど 
れ も 臭 いで すし ね 。 セ ブン イ レブ ン 行 っ て みれ ば 、 ホ テ 
ル に 着く まで ずっ と 尾 け られ て た り し ちゃ っ て 。 

そん な リア ル ・ ロ サン ジェ ルス な 空気 ば か り を 満喫 し 
て いて も 命 が 危な い の で 、 今回 、 撮影 を 頼ん で いる フォ 
ドグラ ファ ーー ジェ レミ ー に 、「 面 白く て 、 今 一 番 話題 
に な っ て る 場所 ] に 連れ て っ て も ら え な いか 頼ん で みる 
まず 、 車 で 向かっ た の は 、 ウ エス ト ・ ハ リウ ッ ド の 入口 
近く 閑静 な 住宅 街 の 中 に ある 、 幕 の 絡ま る ヨー ロッ パ 


風 の 小さ な 建物 。 ポ ッシュ だ な ー。 新鮮 な 果物 や 野菜 を 
使っ た スム ー ジ ー を 飲み な が ら 、 マー ク ・ ジ ェ イ コブ ス 
の 服 や 、 ナ イキ の デッド スト ッ ク 、 20 万 近く する ブー ツ 
や ら 、 小 奇 服 な 写真 集 に 、 ステ イシ ョ ナリ ー や アク セ サ 
サー ャ ちょ っ と し た ファ ニチ ャ ー ま で 、 と に か く 「 高 価 
で 、 最高 品質 で 、 お し ゃ れ な も の ] ば か り を 集め た セレ 
クト ・ シ ョ ッ プ の 中 を 見 て 回 れる 、 と いう 店 な の だ 。 正 
直 、 何 に も 手 が 出 せな い 。 だ っ て 、 マ ー ク ・ ジ ェ イコ ブ 
ス の 服 、5 万 と か 7 万 と か だ よ ? スム ー ジ ー 飲 ん で ん の 
に 。 

で 、 次 に 向かっ た の は 、 ヴ ァ ー ジ ン ・ メ ガス ト ア 。 
は 2? イケ て る の 、 そ れ ? た だ 少な く と も 、 大 手 の CD 
ショ ッ プ の 中 で は 、 今 、 ロ ス で 一 番 人 気 が あ る らし い 。 
その 理由 は 、 ズ バリ 価格 。 [3 枚 買っ た ら 1 枚 タダ 」 は 当 
た り 前 、 新 作 ノ 旧作 問わ ず 、 あ ら ゆ る CD に ロー・ プ ラ 
イス 、 スペ シャ ル ・ プラ イス の ステ ッ カー が 張り 付け ら 
れ て いる 。 盛 り 上 が っ て いた の は 、 翌週 に デヴィ ッ ト ・ 
ボウ イ や アヴァ ラン チー ズ 、 カ ー ル ・ コ ックス や ヤバ スタ 
ライ ム ス 、 そ し て アッ シュ と いっ た 画 々 が 参加 する 巨大 
パー ティ (AREA 2 を 控え て いた モー ビー の 新作 181 
と 、 街中 の 服 屋 な ん か で も か か り ま くっ て いた 、 X- 
PRESS 2 の シン グル [レイ ジー」。 ダーティ ・ ヴ ェ ガ ス 
の アル バム も 大 プッ シュ され て いる 。 で 、 雑誌 の コー ナ 
ーー に 行っ て みる と 、 す ぐに 目 に 飛び 込ん で どき た の は 、 甘 
国 で も その 日 に 発売 の は ず の 「NMEI。 五 日 ほ に 編 
集 長 が 観 て いた は ず の 、 レ ディ オ ヘ ッ ド の スペ イン で の 
ライ ヴ が 、 差 頭 特集 に 組ま れ て いる 号 だ 。 ちな み に 、 日 
本 で 「NME] を 読む こ と が 出来 る の は 、 本 国 の 発売 日 
か ら だ いた い 一週 間 後 。 アメ リカ じゃ 、 数 年 前 まで は ほ 
と ん ど 手 に 入れ る こと が 出来 な か っ た の に 、 今 は リア 
ル ・ タ イム で 、 イギリス の 音楽 シー ン を 知れ る と いう わ 
けた だ 。 他 に も 、「QI や [KERAANG!I と いっ た イ ギ リ 
ス の 音楽 誌 が 、 普 通 に 並ん で いる 。 そし て 、 国 内 の 音楽 
雑誌 や 情報 誌 を めく っ て みて も 、 ド メス ティ ッ ク な アー 
ティ スト に 混ざっ て 、 国外 の アー ティ ス ト の 記事 が 、 以 
前 か ら は 考え られ な い ほ ど フ ィ ー チ ュ ア さ れ て いる 。 こ 
の 時 に 、 各誌 が 盛り 上 が っ て いた の が 、 ハ イヴ ス 。 そ の 
十 数 日 前 に 、 こ の ロス の ヴァ ー ジ ン ・ メ ガス ト ア で も 
プリ ーッ ライ ヴ を や っ た らし く 、 その 模様 を 、 ど の 雑誌 
も ホッ ト ・ ト ピッ ク 扱 いで 掲載 し て いた 。 だ いた い の 見 
出し は 、 こ ん な 感じ ーー「 今 、 も っ と も クー ル で ヒッ プ 
な の は 、 こ の 北欧 か ら や っ て きた ロッ クン ロー ル ・ バ パン 
ド 、 ザ ・ ハ イヴ ス 吊 、「 君 目 繋 し た か ?! 今 、 世界 で 一 
番 ホ ッ ト な ロッ クン ロー ル ・ シ ョ ウ !。 

そう 、 今 、 ア メリ カ で は 、 ロ ッ ク ン ロー ル ・ リ ヴァ イ 
ヴァ ル を 逆 輸入 し て 以来 その 発見 者 で ある イギリス の 


いや 、 ヴ ァ イ ン ズ で ヴァ イン ス ! 

ャ ー ト 第 3 位 獲 得 に 続き 、 

そん な わけ で 、 ロス まで ヴァ イン ズ 大 追跡 で 、 ヴァ イン スズ 。 
ッ プ の 支配 か ら よう や く 人 解き放た れつ つ あ る 米 
ぎり 5 号 連 続 ( 予 定 ) で お 伝え し まし ょ う ! 


シー ン と 、 


アー ティ スト と シー ン に 、 興味 津々 な の だ 。 そ し て 、 バ 
プル ガム ・ パ ンク と 産業 ボッ プス 、 ヒ ッ プ ホッ プ に 生 め 
尽く され た チャ ー ト の 中 、 その [イギリス ノ ヨ ー ロ ッ パ 
的 な サウ ンド 」 が 、 ヒ ッ プ & ク ー ル な 音楽 と し て 受け 入 
れ ら れ 始 め て いる と いう こと 。 アン ダー ワー ルド も 、X- 
PRESS 2 も 、 コ ー ル ドブ レイ も 、 レ ディ オ ヘ ッ ド も や 、 
し っ か り 棚 に 陳列 され て いる 。 

そし て 、 我 ら が ザ ・ ヴ ァ イ ンズ は どう な っ て いる の か 
な ん と この 店 で は 、「 ハ イリ ー・ イヴ ォ ル ヴ ド 」 は 一 枚 た 
っ た の $6.99! つま り 、 千 円 も し な い 値段 で 売ら れ て 
いる の だ 。 店 内 で 他 の アル バム を 見 て も 、 こ こま で 安値 
の アイ テム は 、 特に 新作 で は 一 枚 も 見 当たら な い 。 正直 、 
「 え 、 も し か し て 叩き 売り ?] と いう 感じ し 。 し か も 、 ジ ャ 
レン ト の 外 に 黒い ヴィ ニー ル を か けた * ス ペ シ ャ ル ・ バ 
ロゴ も ジャ ケッ ト も 、 クレ イグ の デザ イン を 
常盤 と は まっ た く 違 う 仕様 。 " むー ん 、 
チャ ー ト 入り させ る た め と は 言え 、 こう まで ルッ クス も 
お 値段 も 変え て し まう と いう の は 、 如何 な も の か 。 確か 
に 、 あ の ジャ ケッ ト は 微妙 で は ある 。 ロゴ も 手書き だ し 。 
た だ 、 ア ー テ ィ ス ト 本 人 が 、 作品 を 表現 する も う 一 つの 
方 法 と し て 生み 出し た も の を 、 [ 超 安 売り !] と プリ ント 
され た 黒い ヴィ ニー ル 袋 で 隠し て し まっ て 本 当 に いい の 
か ? 商売 戦略 と は 言え 、 どう に も 気 に か か る 。 と 慎 低 
し つつ も 、「 限 定 殴 ] と いう 言葉 に 弱い 馬 廊 な の で 、 2 枚 
も 買っ て し まい まひ た 。 ま あ 、 いい か 、 確 か に 安い し ね 。 
結局 、 こ の 日 は ここ で 雑誌 数 十 帳 、 レ コー ド 数 十 枚 で ン 
方 も の 買い 物 を し て し まい 、 他 の 店 に は 行け ず 終 い に 
…… し か し 、 ど う や っ て 、 持っ て 帰る ん だ ? 

毛 に 入っ て は 和 郷 に 従え 、 と いう わけ で 、 夕 飯 は 当然 マ 
ク ド ナ ルド (結局 、 ロス に 滞在 し た 4 日 間 で 、 ま と も な 
食事 は 2 回 だ け )。 ホテ ル に 戻り 、 フ ロン ト で フリ ー の 情 
拉 誌 LAWEEKLY] を 手 に 入れ る 。 政治 経済 、 音 
楽に 映画 、 バーゲン に フリ ー マ ー ケ ッ ト の 予定 、 ク ロス 
ワー ド ・ パ ズル に コー ルガール の 広告 まで 、 何 で も 掲載 
され て いる 新聞 の よう な も の で すね 。 と りあ え ず 、 こ の 
週 の 音楽 情報 の 一 番 の トピ ッ ク は 、 当 モー ビー の 
(AREA 2)。「 あ ー あ 、 あと 2 日 長く 居れ ば 行け た の に 」 
と 思い つつ 、 今 日 どこ か で 面白 そう な パー ティ は な い だ 
ろう か と 探し て みる 。 だ っ て 、 ちょ うど この 日 、 東 京 じ 
ゃ 西麻布 イエ ロー で 、 田 中 フ ミヤ が アル バム ・ リ リー 
ス ・ パ ー テ ィ を や っ て た ん だ か ら ! だ っ た ら 、 そ れ と 同 
じ く らい 楽し い 夜 を 過ごさ な いと 、 悔し いじ ゃ な い 一 
と 思い つつ ペー ジ を めく っ て みる と 、 何 と な く ロ ス の ク 
ラブ 事情 が 見 えて きた 。 や は り 、 ト ラン ス は こち ら で も 
大 人 気 。 ヨ ー ロ ッ パ から の ゲス ト DJ を 呼ん を で 、 そ れ な り 
の 大 き な ハ コ で や っ て る よう だ 。 で も まあ 、 そ れ は 世界 
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大 通 か 。 で 、 他 に 目立つ の が “80s" と "ダン ス ボ ー 
ル ・ レ ゲ エ ノ サル サ "。 80s 系 で は 「 マ ドン ナ の 誕生 日 記 
念 」 な ん て いう 企画 を 立て て る パー ティ も 。 ダン ス ホ ー 
ル ・ レ ゲ エ や サル サ は 、 本 当 に 今 人 気 ら し く 、 ミ ックス 
CD な ん か も 売ら れ て いた りす る 。 毎週 末 、 3000 人 近い 
集 補 が ある そう だ 。 そ し て 、 これ が 何と も ロス らし い の 
だ けれ ど 、" ゴ ス " の パー ティ が 本 当 に た く さん ある の だ 。 
フラ イヤ ー の 絵柄 は 、 みん な ボン デー ジ の 縛ら れ た 女 の 
人 ば っ か り 。 そ う 、 こ ちら の ゴス は 、 日 本 の ヴィ ジュ ア 
ル 系 な ん か と は 遺 いま す ぜ 。 [シザー・ ハ ンズ 」 と か 「 ク 
ロウ 」 な 願 まっ 白 で 服 ま っ 黒 な 人 達 が 、 夜 な 夜 な ボ デ 
ピート や 、 イ ンダ スト リア ル ・ ノ イズ を 聴き に 集 ま 
る の だ (地元 の 方 の 話 に よる と 、 や っ ぱり ガシガシ 踊っ 
た り は し な いそ う で す 。 ま あ 、 そ ん な に 汗 か く の が 好き 
な 人 達 じゃ な いで し ょ うし ね ) 。 そ し て 、 更に 面白 い の 
が 、 そ の ゴス ・ パ ー テ ィ と トラ ンス ・ パー ティ が 、 同 日 、 
同じ 会 場 の 中 で 行なわ れ て いる と いう こと (例え ば 、 一 
階 が トラ ンス で 、 二階 が ゴス と いう 感じ で ) 。 そこ に 大 き 
な 線引き は な いら し い の だ 。 更に 、 そう いっ た パー ティ 
で は 、DJ の 他 に 、 男 性 スト リッ プ や SM ショ ー と いっ た 
も の を 観 せ る パー ティ も 少な く な いら し い 。 う わ ー、 観 
た 一 い !| と 思っ た の だ が 、 一 人 で 行く の は あま り に 危 
険 す ぎる の で 断念 。 だ っ て 、 ボン デー ジ も 、 黒 い 服 も 持 
っ て 来 て な か っ た し ね 。 
そん な こん な で 、2 日 目 。 今日 は いよ いよ ザ ぜ ・ ヴ ァ イ 
ンズ の ライ ヴ 。 午後 は 明日 の 取材 の 諸々 の 用 意 を する た 
め に 、 結 構 ち ゃ ん と 働き つつ 、 日 も 暮れ か け て きた 夕方 
7 時 過ぎ に 、 ラ イヴ 会 場 で ある Roxy) に 到着 。 ウエ ス 
に ハリ ウッ ド の 表参道 サン セッ ト 通り に ある その 会 
場 の 隣 に は 、 や は り 老 舗 の ライ ヴ ・ ハ ウス (Rainbow〉 
と 、 ま た その 隣 に は や や ス ノ ッ プ な 雰囲気 が 漂う ヴェ ニ 
還 還 (KBy〉 が 続く | (ここ に は 、 一 度 、 フ レッ ド ・ ダ ー 
スト が レー ベル 設立 札 念 で パー ティ を 開い た 時 に 来 た こ 
と が ある 。 ステ イン ド の お 披露 目 ラ イヴ が あっ た の だ )。 
〈Key) の 前 に は 、300 人 近く に な る だ ろう か 、 も の すご 
記 長 蓄 の 列 が 出来 て いる 。 い か に も ニュ ー・ メ タル 好き 
そう な 、 ガ タイ の いい 男女 の 列 が 待っ て いる の は 、 ア メ 


リカ の ハッ パー ズ ニ コットン ・ マ ウス ・ キ ング ス の ライ 
ヴ ら し い 。 当然 、 男 の 子 は T シ ャ ツ に 短パン で 、 自 ソ ッ 
クス で ナイ キ 。 女の子 は ボ イ ー ン 。 方 や 、 (Roxy) の 前 
に 並ん で いる の は 、 明らか に マッ チョ と は 程遠い 、 色白 
な イン ディ ・ キ ッ ズ 達 。 ス トロ ー ク ス の ロゴ T シ ャ ツ を 
着 て る キッ ズ 多 数 。 色白 で ガリ ガリ の キッ ズ と 言え ば 、 
90 年 代 前 半 の オル タナ ティ ヴ ・ ミ ュー ジッ ク の ファ ン を 
想起 し た りす る の だ けれ ど 、 それ と も や は り 違 う 感じ 。 
ちょ っ と だ け イ ン テ リ 8& 拾 福 な 感じ と で も 言う の だ ろう 
か 。 ホワイト ・ トラ ッシュ な 感じ は 全然 な い 。 
この 日 の チケ ッ ト は 、 完全 ソー ルド ・ ア ウト 。 (Roxy〉 
と いう 会 場 自 体 は 、 さほど 大 きめ の ハコ で は な く 、 フ ロ 
ア の 広 さ は クア トロ を ちょ っ と 大 きく し た くら い う 
か 。 お そら く 600 人 も 入っ た ら ぎ ゅ う ぎ ゅ うだ ろう オ 
ー プ ニン グ ・ ア クト の OK GO が スタ ー ト する 頃 か ら 、 
ドッ と 人 が 増え 始め る 。 思っ た ほど 若い 子 ば ゆっ か り じ ゃ 
な いん だ な 、 と 思っ て いる と 、 キャ ピ ト ル の イン ター ナ 
ショ ナル 担当 の ナン シー が 、 [こん な に 関係 者 席 が 多い 
ライ ヴ も 珍し いわ !」 と 燕 き の 声 を 上 げ て いた 。 確か に 、 
200 人 は 入れ よう か と いう スペ ー ス が 、 ゲス ト だ け の た 
め に 確保 され て いる 。 ま あ 、 この 予想 外 の 大 ブレ イク を 
果たし て し まっ た オー スト ラリ ア ・ バ ンド が いか な る も 
の な の か 、 実体 を 探 らん と する 業界 の 有 象 無 象 が 集まる 
の は 当然 と 言え ば 、 当 然 の こと か 。 っ て 、 ま あ 、 私 も そ 
の 一 人 な ん で すし ね 。 エ へ 。 
8 時 近く か ら ス ター ト し た 、OK GO の ライ ヴ は 、 と に 
か く よ か っ た ! こん な 大 穴 の バン ド が いた な ん て ! ( コ 
に か く フ ァ ニ ー で 、 ハ ッ ピ ー。 で も っ て 、 演奏 力も バッ 
チリ ! バン ド に つい て の 詳細 は 、 P.112 か ら の 記事 を 参 
照 し て 欲し いん で す が ーー い や 、 これ は 絶対 に 要 チ ェ ッ 
ク の バン ド で す ぜ 、 皆 さん < 唐沢 的 に は 、2002 年 後半 
も っ と も 期待 を か ける バン ド 定 ! 
その OK GO の ハッ ビー な パフ ォ ー マ ンス が 終わ り 、 
ザ ・ ヴ ァ イ ン ズ を 待つ こと 30 分 以上 (こっ ちの ライ ヴ っ 
て 、 と に か く 進 行 が の ん びり し て る ん だ よね 。 2 パンド 
の 出演 で スタ ー ト 8 時 で も 、 終わ る の が 夜中 の 1 時 近かっ 
た り も する し )。 今日 の ライ ヴ の スポ ン サ ー に KROQ が 


付い て いる 関係 も ああ る の だ ろう か 、 や た ら と SE で ハイ ヴ 
ス と スト ロー クス が か か り 、 その 度 に フロ ア か ら 歓 声 が 
あぁ が る 。 隣 に いた 男の子 に 、 「 ね え 、 君 は この 前 の ハイ ヴ 
ス の ライ ヴ 観 た ?] と 話し か けら れる 。 「 う うん 。 あ な た 
は 観 た の ?]。「 う ん 、 な か な か 良かっ た ん だ 。 で も 、 僕 
と し て は サポ ー ト ・ ア ク ト だ っ た 、 ム ー ニ ー * スズ キ の 
方 が 、 これ か ら 人 気 が 出る と 思う ね 」。 な る ほど ね 。 彼 ら 
や ヤー・ ヤ ー・ ヤ ー ズ 、 ライ アー ズ 、 と いっ た 東海 岸 の 
イン ディ ・ シ ー ン の 波 が 、 こち ら 西海 岸 に 届く の も 、 も 
うそ れ ほ ど 時 間 は か か ら な いと いう こと だ 。 
さて 、 会 場 に 流れ て いた SE が 、 MC5 の “ラン ブリ 
ン ・ ロ ー ズ " “キック ・ ア ウト ・ ザ ・ ジ ャ ムズ "| の 流 
れ の 中 で 、 だ ん だ ん と 大 きく な っ て きた 。 「The musio 
will make you strong…and there iS nO Way itcan 
be stopped noW….| っ て 、 この 昭 間 に ヴァ イン ズ の 
ライ ヴ が 始ま っ た ら あ まり に 格好 良 す ぎる の に ! と い 
う 勝手 な 盛り 上 が り を 知っ て か 知ら ず か 、 や た ら 落 ち 着 
いた 様子 で 3 人 が ステ に 登場 (も う 一 人 の ギタ リス 
33 ライ アン は 基本 的 に アコ ギ 担当 な の で 、 必要 な 時 に 
し か ステ ー ジ に 現れ な い の だ )。 何 の 言葉 も な いま ま 、 一 
曲目 、“" ア ウタ ザウ ェ イ " の ガッ サリ と し た ギタ ー と 、 
物 愛 げ な クレ イグ の 声 で ライ ヴ は スタ ー ト す る 。 アル バ 
ム よ り も 数 段 ラフ な 演奏 な が ら 、 その シン プル か つ キ ャ 
ッ チ ー な メロ ディ の 良さ は 、 十 二 分 に 伝わっ て くる 。 続 
く 、 "オー タム ・ シ ェ イ ド " で は 、 ギタ ー の ライ アン も 加 
わり 、 サ ウン ド の 表情 も 増す 。 アル バム ・ タイ トル ・ ソ 
ング “ハイ リー・ イ ヴォ ル ヴ ド "で 、 や は り 会 場 は 沸く 
も の の 、 演 奏 そ の も の と し て は 、 * オ ー タ ム ・ シ ェ イ ド " 
と 同じ く 、 アコ ー ス ティ ッ ク な ナン バー “ミス ・ ジ ャ ク 
ソン " (全米 No.1 に な っ た 、 アウ トキ ャ スト の カヴァ ーs 
次 の シン グル の B サ イ ド 候 補 で も ある ) が 、 凄まじ くい 
い 。 と いう か 、 クレ イグ の 伸び や か で 飼 力 の ある 、 クリ 
ア な ハイ トー ン ・ ヴ ォ イ スズ は 、 こ れ く らい メロ ウ な 楽曲 
で 儀 然 活 か きれ て くる の だ 。 * メ アリ ー・ ジ ェ ー ン "の 
コー ラス や 、“ エ イン ト ・ ノ ー・ ル ー タ " の サビ で いき な 
り 転調 する と ころ な ん て 、 も う 、 本 気 で 鳥肌 モノ !! ア 
ル バ ム で は 、 お し ろ “ゲッ ト ・ フリ ー" や “イン ・ ザ ・ 


ジャ ング ル "” の よう な 、 カ ー ト ・ コ バー ン ば り の 潰れ た 
叫び 声 が 印象 的 だ っ た が 、 生 で 聴く な ら 、 断 希 ハ イト ー 
ン | 大 疲 で は な く 、 中 村 一 義 か 、 マ ー ク ・ ボ ラン か 、 
それ と も クレ イグ ・ ニ コル ス か 、 と いう レヴ ェ ル の 声 の 
持ち 主 で ある こと を 確認 。 いや 、 ホ ント すご いっ す よ 。 
一 人 で "ルー シー・ イ ン ・ ザ ・ ス カイ ・ ウ ィ ズ ・ ダ イア 
モン ズ " を や っ て る みた いな 、 不思議 な サイ ケ 感 すら 漂 
わせ て いる (そう 、 つ まり クセ に な る っ て こと な ん だ け 
ど )。 あ ら ゆ る 表情 の 声 が ハイ に 、 ロ ー に 、 ア グレ ッ シ ヴ 
に 、 メロ ウ に 、 も う 縦 横 無尽 に 行き 来 し て ゆく 。 すげ ー。 
その ヴォ ー カ ル に し ろ 、 演 奏 そ の も の に し ろ 、 
アル バム を 聴き 込ん を で な けれ ば 、 果 た し て どの 曲 な の か 
すぐ に は 判断 出来 な い ほ ど 、 ラ フ 。 と いう か 、 月 し まく 
り 。 そ れ が クレ イグ の 言う と ころ の 、「 ラ イヴ の 醍醐 味 」 
な の か は 難し いと ころ で 正直 、 演 奏 面 で は 、 ま だ バ 
ンド と し て あま り に 課題 点 が 多 す ぎる の は 事実 。 と に か 
く 、 リ ズム 隊 の 2 人 が 下手 クソ だ 。 テ ン ボ が 上 が る 曲 に 
な る ほど 、 ま る で 学園 祭 バ ンド の よう な 稚 押 な プレ イ が 
目立っ て くる 。 下手 、 と いう より も 技 も 味 ち ない 、 と 言 
っ た 方 が 適切 だ ろう か 。 ま あ 、 ド ラム が イマ イチ な 理由 
は 結構 シン プル で 、 ア ル バ ム じゃ 実際 に は 一 曲 も 叩い て 
な いか ら 。 バ ンド は 、 ア ル バ ム ・ レ コー ディ ング 中 に オ 
リ ジ ナ ル ・ メ ン バ ー と 訣別 し て し まい 、 現在 の ドラ ム 
スー ハー ミッ シュ は アル バム 制作 に 多く は 携 っ て いな い 
の だ 。 そ し て 、「 ハ イリ ー・ イ ヴォ ル ヴ ド | で は 、 ペ ッ 

ク ・ バ ンド ノ R.E.M. の サボ ポート と し て 知ら れる ジョ ー 
イ ・ ワ ロン カー や 、 元 アト ラク ショ ンズ の ど 玄 人 ドラ マ 

ーー ピート ・ ト ー マ ス と いっ た 敏腕 アー ティ スト が 、 半 
数 近く の 曲 で 叩い て いる の で ある 。 な の で 、「 ア ル バ ム よ 

り 下 手 で も し ょ う が な いよ ね 」] と いう 話 で も あっ た りす 

る けど …… うー ん 、 で も 、 バ ンド と し て の 課題 点 は 多い 

ね ぇ 。 一 緒 に 曲 作り に 携 っ て いる と いう ペー ス の パト リ 

ッ ク も 含め 。 バ ンド と し て も う 少 し 成 吾 し な けれ ば 、 た 

だ 、 ひ た すら に クレ イグ の エキ セン トリ ッ ク な キャ ラク 

ター だ けが 、 ス テー ジ の 上 で も 暴走 し て し まう 。 そ う 、 

彼 の メロ ディ や 声 を 存 分 に いか す た め の 器 が 、 ま だ まだ 

小さ い 、 と いう の が 彼ら の 現状 と 言っ て いい だ ろう 。 


恐らく 、 アル バム の 中 で 演奏 され な か っ た の は 、 彼 ら 
の 中 で 一 番 の ポッ プ ・ チ ュー ン で ある “ファ クト リー" 
だ け 。 い わ ゆ る ハー ド ・ チ ュー ン と 、 メ ラン コリ ッ ク な 
アコ ー ス ティ ッ ク ・ チ ュー ン と いう 、 大 きく 二 つ に 分 け 
る こと の 出来 る それ ぞ れ の 曲 を 交互 に 演奏 し て ゆく 、 と 
いう セッ ト だ っ た 。 そ し て 、 こ の 日 に 演奏 され た 12 曲 の 
中 で 、 最後 を 飾っ た の が 新曲 "FUCK THE WORLD'。 
果たし て レコ ー デ ィング され た も の が どん な も の に な る 
の か は 、 こ の ライ ヴ か ら で は 想像 出来 な い が 、 と りあ え 
ず 、 こ れ ま で の どの 曲 よ り ハ ー ド な ロッ ク ・ チ ュー ン 。 
* ゲ ッ ト ・ フ リー" や “イン ・ ザ ・ ジ ャ ング ル " と も 遣う 、 
アグ レッ シ ヴ で ゴリ ゴリ の サウ ンド で 押し 倒す 感じ の ナ 
ン バ ー だ 。 こ の 曲 で 、 ク レイ グ は 圭 転 八 倒し な が ら 叫び 
まく り 、 最後 に は 床 に ギタ ー を 叩き 付け て ライ ヴ は 終了 。 
あっ と いう 間 の 、 一 時 間 に 満た な い ス テー ジ だ っ た 。 ホ 
ント 、 ま だ 数 曲 し か 聴い て いな いよ うな 気分 。 帰り 道 、 
何 度 も これ が いい ライ ヴ だ っ た の か 、 ダ メ な ライ ヴ だ っ 
た の か 考え て みた の だ けれ ど 、 結 局 判断 する こと が 出来 
ず 、 た だ 、「 も う 一 度 観 た い 員 | と いう 気持 ちば か り が 沸 
き 上 が っ て いた 。 

3 日 目 、 取材 当日 。 昼過ぎ に OK GO の ハッ ピー な 取 
材 を 終え て ホッ と し た の も 束の間 、 す ぐに ザ ・ ヴ ァ イ ン 
ズ の 取材 へ と 向かう 。 イ ンタ ヴュー 場所 は (Roxy〉 の 
楽屋 だ 。 着い て みる と 、 渋滞 の た め に 、 ま だ クレ イグ も 
スタ ッ フ も 着い て いな いと 言う 。 と りあ え ず 楽屋 で 待っ 
て いる と 、 身 長 が 2 メー トル 近く ある ソニ ッ ク ・ ユ ー ス 
の T シ ャ ツ (し か も 、10 年 位 前 の ツア ー の 時 の ヨレ ヨレ 
の や つ ) を 来 た 男 が 、 何 の 挨拶 を する わけ で も な く 、 部 
屋 に 居座り 始め る 。 誰 だ ? ツア ー・ ス タッ フ ? ちょ っ 
と 怪 主 に 思い な が ら も 、 話 し か け て みる と 「 ロ ー リ ン 
グ ・ ス トー ン ] 誌 の 記者 な ん だ そう だ 。 9 月 号 で ザ ・ ヴ 
アァ イン ズ が カヴァ ー・ ス トー リー に な る こと が 決ま っ て 
いて 、 そ の 為 、 こ の USA ツ アー に 数 日 間 同 行 し 、 ツア 
ー・ ド キュ メン ト の 記事 を 作る ん だ と 言う 。「 彼 は 、 エキ 
セン トリ ッ ク に 思わ れ て る か も 知れ を いけ どーー う ん 、 
まだ ほん の 子供 で ね 。 シ ャ イ な だ け な ん だ よ 」。 し か し 、 
ー ヵ 月 前 に デビ ュー・ ア ル バ ム を リ リー ス し た ば か り の 
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新人 が 、 老舗 「 ロ ー リ ング ・ ス トー ン ] の 表紙 を 飾る と 
いう の は 、 異 例 中 の 異例 だ (この 号 の 大 見 出し は 
「MEET THE VINES, ROCK IS BACKIJ)。 で も 、 ア 
ンタ 、 あ た し の イン タ ヴ ュー 中 は 、 外 に 出 て き な よ 。 
さら に 待つ こと 30 分 。 数 人 の スタ ッ フ に 連れ られ て 、 

クレ イグ が 部 屋 に 入っ て くる 。 ラ イヴ で 観 た 印象 より も 、 
ずっ と 背丈 が ある 。 「 ゴ メン ね 、 道 が すご く 混 ん で て 」 と 
言い いな が ら 、 握 手 を 交わ す 。 ま る で 起き た ば か り の よ 
うな 、 和 柔らか な 口調 と 、 驚 く ほ ど に 真っ 白い 肌 は 、 ま る 
で 十 代 の 女の子 の よう だ 。 ク レイ グ は 目 を こす りな が ら 、 
[実は 車 の 中 で 寝 ち ゃ っ て て …… 今 、 起 きた ば っ か りな ん 
だ 。 だ か ら 、 ち ょ っ と 最初 は 頭 が 回 っ て な いか も し れ な 
いけ ど ( 笑 )」 と 微笑 みな が ら 、「 ス ヌー ザー| を ペラ ベ 
ラ と めく る 。 

[あっ 、 ズ ボン ズ が 戦っ て る 」 

@ 彼 ら の ライ ヴ 、 観 た こと ある ? 

「 う ん 。 すご くい いよ ね 。 去年 シド ニー で 、 彼 ら が 歩い て 
る の 見 か けた よ 。 で 、 ボ ー カ ル の 人 に 「 バ ンド 、 か っ こ 
いい で すね 1』 っ て 話し か けた ん だ 。…… うん 、 感 じ の い 
い 雑 誌 だ ね 。 僕 に は 読め な いけ ど ( 笑 )。 あ あ 、 僕 の 写 
真 だ ーー この 時 は 、 君 と 会 っ て いな いよ ね ?] 

⑯ う ん 、 電 話 で 話 を 聞か せ て も ら っ た ん だ けど 。 

「 そ っ か 。 う まく 喋れ て た らい いん だ けど ]」 

@ 楽 し か っ た し 、 い い イ ンタ ヴュー だ っ た と 思い ます よ 。 
「 だ っ た ら 、 よ か っ た ( 笑 )」 

そん な 穏やか な ムー ド で 始ま っ た イン タ ヴ ュー は 、 巴 
定 し て いた 時 間 を 大 幅 に オー ヴァ ー し 、 す で に 楽曲 は 摘 
っ て いる 、 と いう 2nd ア ル バ ム の 構想 を 中 心 と し た 、 ク 
レイ グ の 以前 より も 増し た 音楽 へ の 情熱 と ネクス ト ・ ヴ 
ィ ジ ョ ン が 多く 語ら れる 内 容 と な っ た 。 し か し 、 ツ ア 
ー・ マ ネー ジャ ー を 含む 数 人 の スタ ッ フ が 部 屋 に 入り 、 
さあ 、 撮 影 に 取り 掛か ろう か ーー と いう 話 に な り 始め て 
か ら 、 そ の 場 に は 、 少 し ずつ 不 更 な ムー ド が 立ち 込み 始 
め た 。 そ し て 、 私 は 、 こ の 後 、[21 世 紀 最初 の ロッ ク ・ 
スタ ー」 に な ろう と し て いる 少年 の 、 現実 を 見 させ られ 
る こと に な る 。 そ れ は 、 不安 と 希望 が 入り 交 じ る 、 と て 
も 残酷 な 光景 だ っ た 一 一 以下 、 次 号 で ヴァ イン ス ! 回 
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